
交流会『kikotoba
き こ と ば

 クリスマスマルシェ』 

日時：12 月２０日（水）１５時１５分～１６時３０分                

会場：富士見丘小体育館  

今年度は、「kikotoba クリスマスマルシェ」を行います。子供たちから出たアイディア

を生かしつつ、楽しいお店を企画中です。教室内のポスターやお知らせを配布いたしました

ので、そちらをご覧ください。なお、当日参加される保護者の方には、お手伝いが可能かど

うかもうかがっています。多くの方のご協力をお待ちしております。詳細や不明な点など

は、担当者にお尋ねください。 

状況により変更することもございますので、ご了承いただければと存じます。 

 

 

赤や黄色に色づいた葉が風に舞う季節となりました。澄み切った青空の向こうには、富士山の白い冠雪が
見えるようになりました。行事の多い２学期もあと１か月ほどになり、今年も残り１か月あまりとなりまし
た。通級では引き続き子供たちを励ましながら、一緒に活動していきたいと思います。 

 

           グループ活動報告 その２      
  前号に続き、きこえとことばの教室で行っているグループ活動の様子を報告します。 

２学期は 9 月、11 月にきこえグループ、ことばグループを行いましたので、その一部を報告します。 

①きこえグループ 

 ６年生２名、１年生１名が相手の話をよく聞く、相手にわかる声の  

大きさで話すことを目当てにして、行いました。 

１１月のグループの一コマです。「秋の言葉ビンゴ」では、事前に 

児童や担当者が３つの言葉を考え、短冊に書きました。それを見なが 

らマスの中に言葉を書き込みました。１枚ずつ短冊を引き、後半には 

「リーチ」「ビンゴ」と声が聞こえ、全員がビンゴになって終了しま 

した。「たき火」「御彼岸」などは、意味を知らない児童がいたので、 

書いた人から説明をしてもらいました。声の大きさや相手に分かりや 

すく伝えることを意識しつつ、話しているようでした。 

②ことばグループ 

２～６年生の８名の参加で、吃音を気にせず、話したり聞いたりし   

よう、クッキングを楽しもうをめあてにして、９月に行いました。 

 ぎょうざの皮の上に具材を載せ、オーブントースターで焼く「簡単 

ピザ」作りを保護者と一緒に２家族ずつで進めました。保護者の方の 

手伝いやお話などで、少しの緊張とリラックスを感じながら、楽しん 

で完成させました。自分たちで作った簡単ピザのおいしさに、みんな 

笑顔でした。家でも作ってみたいという声も聞こえてきました。 

クッキングの前には、ゲームで体をほぐし、吃音についての学習も 

しました。毎回、吃音について触れながら、仲間同士が関われる機会 

を設けて進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

きこえとことばの教室だより   NO.３ 

令和５年 11 月２０日   昭島市立富士見丘小学校 きこえとことばの教室 

                       ０４２-５４４-１９２１ 
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１２月   ５日（火） 研究会のため 午後指導なし 

        ６日（水）  研究会のため  午後指導なし  

15 日（金）  2 学期通級最終日 

20 日（水）  交流会『kikotoba クリスマスマルシェ』 

 

１月  10 日（水） ３学期通級開始日                   

     17 日（水） 研究会のため 午後指導なし 

        24 日（水） きこえグループ 

    31 日（水） ことばグループ 

 

 

 

 

 

   

 

小学校高学年くらいになると、いよいよ思春期の入り口に入ってきます。小学校５年生くらいから、 

プレ思春期といって反抗的な言動が増えてきます。 

 第二次性徴が始まり、ホルモンバランスの変化もあって感情の起伏が激しくなってきます。ぎょっと 

するような大人びたことを言うこともあれば、ベタベタ甘えてきて、まだまだ子供だなと思うこともあり 

ます。 

 思春期のほめ方、𠮟り方は、小さい時のようには上手くいきません。「えらいね」「すごかったね」と言 

っても、「別に」で終わってしまいます。なぜかというと、思春期になると、親がほめたいことと子供が 

ほめてほしいことがだんだんずれてくるからです。 

 よく「できた１割をほめましょう」と勧めますが、例えば 100 点満点のテストで 10 点だった時に、 

「10 点取れてよかったね」というほめ方をされても、皮肉としか思えないのです。 

 

 では、どういうほめ方がいいのかというと、そんな思春期の子供でも、間違いなくスッと入るほめ言葉 

があります。 

 それが、「ありがとう」です。これは、ひどい反抗期でも確実に伝わる言葉です。 

 例えば、「よく頑張ったな」というほめ方をされて、「別に」「たいして頑張ってないし」と言う子供 

でも、「ありがとう」と言われてすねたり機嫌が悪くなったりする子はありません。それは、ほめるとい 

うのは、そのこと自体どこかに上下関係を前提にしているからです。上が下を評価する、「ほめてあげる」 

という感覚です。すると、ほめられたということは上から評価されたことになります。いわゆる「上から 

目線」です。そういう態度をされることが、だんだん思春期に近づくにつれ、イライラしてくるのです。 

 ところが、感謝の言葉でもある「ありがとう」は、全然上から目線ではないし、同じ人間として対等 

です。 

 「生意気で、なかなかほめられない」「ほめてもわざとらしくなってしまう」という時は、子供が家族 

のために何かしてくれた、たまたま早く起きてきた等、そういう時に、「お母さん、ちょっと出かける用 

事があったから、早く起きてくれて助かったわ。ありがとう」と声をかけていく。そうすると、意外なほ

ど、スッと伝わっていくと思います。 

 

 「子育てハッピーアドバイス 大好き！が伝わるほめ方・叱り方 ３ 小学生編」明橋大二著 参照 

子育てアドバイス 

プレ思春期のサポート 


